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日 本 鱗 學 学会 第 37 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1990 年 ・ 東 京 ) 
講演 日 :1989 年 11 月 10 一 11 日 
会 場 : 東 京 医科 歯科 大 学 
1. アマ ギ マ ダ ラ の 越冬 態 に つい て 大 島 良 美 


アサ ギ マ ダ ラ の 越冬 態 に つい て 高尾 山 に お ける 調査 の 一 部 を 報告 する . 

高尾 山 は 東京 都 の 西部 に 位置 する 標高 600 m の 山 で , 山 域 の 大 部 分 が 高尾 山 薬 王 院 の 寺 域 の た め 自然 環 
境 が 守ら ちら れ て お り , 昆虫 相 も 豊か で ある . 

植生 は か な り の 部 分 が スギ , ヒノ キ , モミ な どの 常緑 針葉樹 本 で ある が , 山腹 の 上 部 の 一 部 に は アカ ガン シ , 
ウラ ジロ ガ シ な どの 常緑 広葉 樹林 帯 が 見 られ , この 広葉 樹林 は 気温 の 逆転 に よる 暖 温 帯 と ほほ 一 致す る こ 
と が 知ら れ て いる . 広葉 樹林 の 上 部 の 北西 斜面 に は ブナ , イヌ ブナ 帯 が か あり, フジ ミド リ シ ジ ミ の 棲息 地 と 
な っ て いる . 

アサ ギ マ ダ ラ の 食 草 と な る キジ ョ ラン は 針葉樹 林 の 中 上 部 か ら 広 葉 樹 林 に か け て 生育 し て お り , アサ ギ 
マダ ラ の 発生 も この な か で 行わ れ て いる . 

高尾 山 に お ける 厳冬 期 の 気温 分 布 調査 資料 で は , 山腹 上 部 に 山麓 より 約 5 で 高い 気温 の 逆転 層 が あり , こ 
れ が 前 述 の 常緑 広葉 樹林 の 発達 と 結び つい て いる も の と 考え られ る . 

そし て 山麓 に ある 東京 都 高尾 自然 科学 博物 館 に お ける 過去 17 年 間 の 1, 2 月 の 最低 気温 の 平均 は 
ー3.1C と で ある た め , この 暖 温 帯 に お ける それ は 十 1.9 で と 推定 され て いる . し か し , この 17 年 間 の 最低 気 
温 の 記録 は ー10.7 て で あり 積雪 が 見 られ る こと も あり , 気候 条件 と し て は 相当 厳し いも ゃ の と 思わ れる . 

アァ アサギマダラ の 越冬 幼虫 の 多く は 地上 すれ すれ の 低い 位置 の キジ ョ ラン の 寒さ で 丸まっ た 葉 の 裏面 か ら 
発見 され る . 越冬 幼虫 の 令 期 は 2 令 と 3 令 が 常態 で あり , 年 に より 4 令 ま で 進む も の が 見 られ る が , 4 令 幼 
虫 は 寒さ の た め 死 亡 す る こと が 多い . 

幼虫 は 暖か い 日 中 に は 少し ずつ 摂 食 し , 僅か な が ら $ ゃ 成長 する . 

春 に な り 気 温 の 上 昇 と 共に 成長 し た 幼虫 は 5 月 上 旬 に 量 化し , 同 中 下旬 に は 羽化 に 至る が , 越冬 を 完了 す 
る 個体 の 数 は 多く な く , これ ら が 周年 経過 に 占め る ウェ イト に つい て は は 今後 も 調査 を 続け て いき た いと 考 
えて いる . 





2. 蝶 類 の フェ ロモ ン 排 出 器 官 の 形態 と 系 統 新川 勉 

蝶 の フェ ロモ ン は 全て の に 起因 する も の で , 蝶 類 は シジミ チョ ウ 類 , シロ チョ ウ 類 等 で 研究 され , その 物 
質 的 な 分 析 も る な され て いる . し か し , 多く の 種 に お いて は , その 物質 も 分 泌 の プロ セス 等 不明 の 点 が 多く , 
今後 の 研究 に 待つ と ころ が 多い . また , 排出 器官 の 形態 に つい て は , 発 香 鱗 ( 香 鱗 ) と し て 多く は 知ら れ て 
お り , 形態 的 な 特異 性 が 指摘 され る こと が 多く , 系 統 的 な 考察 は , あま り 深 く な され た こと は な い . 

タテ ハチ ョ ウ 亜 科 , ジャ ノ メ チ ョ ウ 亜 科 , セセリ チョ ウッ 亜 科 , シジミ チョ ウ 亜 科 , テン グチ ョ ウ 亜 科 等 に 
お いて は , フェ ロモ ン 排 出 器官 は 全て , 最初 か ら 排出 器官 と し て 形成 され た の で は な いか と 考え られ る . こ 
れ ら の 類 に お いて は , 形 や 分 布 する 位置 の 違い は あっ て も , 全て 初め か ら フ ェ ロ モン 排出 器官 と し て 物質 の 
放出 , 拡散 を 可能 に し や すい 形態 に な っ て いる . そし て 通常 鱗粉 の 配列 と は 別 な 位置 に 形成 され る と と で あ 
る . これ ら の 亜 科 は 大 枠 か ら 見 る と 系 統 的 に は 近い 関係 に ある も の と 思わ れる . その こと は 通常 鱗粉 の ミク 
= 形態 か ら の 結果 と も 一 致す る . 一 方 , アゲ ハチ ョ ウ 亜 科 に お いて は フェ セロ モン 排出 器官 の 起源 が 全く 違 
い , その 違い は 大 きい . すなわち , 毛 や 鱗粉 が 退化 し , その ソケット が 特殊 化し て フェ ョ モン 排出 器官 と な 
る も の で あり , この 一 部 は 今回 始め て 発表 する も の で ある . 筆者 の 知る と ころ で は これ に 関す る 報 文 は 知ら 
な い . ( 注 : 日 高 敏隆 先生 の 言わ れる コン タク ト フ ェ ロ モン は ここ か ら 排 出さ れる も の と 思わ れる ) アゲ ハ 
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チョ ウ 亜 科 に お いて は 3 ヶ所 の 位置 に 排出 器官 が か ある. し か し 3 ヶ所 重複 する こと は な い . すなわち , (1)Cu 
脈 上 に ある 人 性 標 , (② 後 次 内 縁 部 (A 脈 を 含む ), (3) 前 次 R・Cu・A の 各 次 脈 上 に ある . 1) は 性 標 と し て よく 
知ら れ て いる が , 剛毛 と 排出 器官 と 思わ れる も の が 判別 し た くい. 後者 の 基部 は 退化 の 形態 を 示す . カラ ス 
ァ ゲ ハ 類 な ど . (2) は これ も よく 知ら れ て いる 形態 で ある が , (1) と 形態 的 に は 同じ で , (1) より 進化 し た 形態 で 
ある . ジャ コウ アゲ ハ 類 や アオ スジ アゲ ハ 類 が これ に あたり , 属 に より 排出 器官 の 形態 に 多少 の 差異 が 見 い 
だ され る . (3) は 新しく 発見 し 今回 始め て 発表 する も の で ある が , (1)② の 形態 を 理解 する の に この (3) の 形態 は 
重要 で ある . すなわち 慈 脈 上 の 鱗粉 が 退化 し て , それ と 平行 し て ソケット の 特 化 が 起こ る . 退化 の 程度 が 属 
に より 色々 な レベ ル の 段階 が か ある. ソケット の 特 化 は , キア ゲハ 等 の 低 レ ベル な も の か ら オ ナガ アゲ スハ, 
ネッ タイ モン キア ゲハ 等 の よう に , も は や ソケット と は 思え な いよ うな 形態 の も の まで ある . と の ソケット 
は も は や 器官 と いえ る ほど に 発達 し て いる の で , フェ ロモ ン 分 泌 の 可能 性 を 強く 示唆 する も る の で ある . ま 
た , 排出 口 の 分 布 位置 も 属 に より その 位置 は 安定 し て いる . 蝶 の フェ ロモ ン 排 出 器官 に つい て は , 現在 まで 
に 見 つか っ て いる も の は 以上 の よう な も の で ある が , これ ら 以 外 に も まだ 発見 され る 可能 性 が ある と 思わ 
れる . 今後 は 未 発見 の この よう な 組織 を 捜す 必要 が ある . な ぜ な ら ば , 視覚 と 行動 の み で その 雌雄 認知 が 完 
全 で ある な ら ば , 多く の 種 が フェ ロモ ン 排 出 器官 を 無駄 に 持ち 合わ せ て いる こと に な る . 


3. スジ グロ シロ チョ ウ の 生理 , 生態 小池 久義 
スジ グロ シロ チョ ウ と モン シロ チョ ウッ は 概ね 同一 生活 圏 を 共有 する 種類 で ある . し か し その 生活 圏 は 環 
境 悪 化 の た め に 変動 し て いる . 今回 は 主として 生態 , 生化 学 的 な 検討 を 加え た . 

1. ア 7zez2s の 分 布 の 変遷 , 観察 地 は 東大 和 市 清水 

Ss.40: 棲み 分 け 期 , モン シロ は 住宅 , 農地 , スジ グ ョ は 溢 山 丘陵 分布. 

Ss.45-52: 移行 期 . 

現在 : 9 月 まで は , スジ グロ が ほとん ど で あ る . その 後 は モンシロチョウ に 移行 する . 

2. 菅平 の モン シン シロチョウ 

菅平 は か つて キャ ベツ の 大 産地 で あり モン ショ の 加害 も 厳し か っ た . 現在 は レタ ス に と っ て 替わっ て い 
る . モン シロ の 加害 は ョ トウ ゥ ムシ と 共に 減少 し て いる が , コナ ガ は 増え て いる . し か し , 農薬 の 介在 , 環境 
劣化 も あり 単純 な 結論 は 避け た い . 

3 . 成虫 の 糖 質 分 解 酵素 

糖 質 分 解 酵素 は 食 植 性 の ezfs の 腹部 で は 特徴 的 で , ショ 糖 >Trehalose で あっ た . な お , モン シロ で は 
特に 高 活性 で , 家畜 化 の 結果 で あろ う . この 両 種 の 関係 は 生態 学 に ょ る r-K 戦 略 で 説明 で きる . 

4 成虫 最適 の pH の 分 化 

最適 pH - 酵素 活性 曲線 は , 分 別して いな い 系 で は 複数 の ピー ク に な る 場合 が ある . た だ , 雑食 性 Om- 
novora で は 単 一 ビー ク を 示し , 系 統 上 の 位置 を 反映 し て , 鱗 券 目 昆 虫 は 本 質 的 に 異な る . 

な お , 食性 は Phromon(s) と 栄養 的 な factor が 支配 され る が , 特に ezzs の 場合 は , 家畜 化 に つい て は 更に 
調べ て 行き た い . 


4. アゲ ハチ ョ ウ 類 (Papzlio) の 産卵 に 関与 する 植物 成分 本 田 計 一 

これ まで に クロ アゲ へ ( 選 . が o7ezo ヶ ) の 産卵 に お いて は , 寄主 植物 に 含ま れる 化学 物質 ( 二 次 代謝 産物 ) 
が 極め て 重要 な 役割 を 担っ て いる こと を 明らか に し , その 中 で , ミカ ン 類 な どの 生葉 や 外 果 度 か ら , L- 
Proline, L-Stachydrine, (一 )-Synephrine, D-Quinic acid, Chlorogenic acid, Naringin 及 び Hesperidin を 
産卵 刺激 物質 と し て 同定 し た . 

一 方 , 特定 の 植物 に 対す る 産卵 選択 に は , 産卵 刺激 物質 の みな ら ず , 阻害 物質 の 存在 も 無視 で き な い 要因 
で ある . 今回 は 特に ナミ アゲ へ (アア xs) と ナガ サキ アゲ ( 選 . memnon) を 取り 挙げ , クロ アゲ ハ と 
対比 させ な が ら こ の 点 を 議論 する . 
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